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薬学教育が 6 年制となった今日、臨床に関わる実践的な能力を培うため病院実習は 4 年






































インシデント当事者の経験年数が 1 年未満である薬袋関連インシデント件数は平成 23





























































薬袋発行前後での持参薬セットに要する時間は薬剤 1 剤あたり 3.2 分から 1.6 分へ、薬
袋 1 枚あたりでは 4.8 分から 2.1 分へ、患者 1 人あたりでは 20.7 分から 10.2 分へとそれ
ぞれ有意（p<0.001）に短縮した（図 3）。持参薬薬袋発行前 1年間の薬袋と関連性が否定
できないインシデント数は 14 件であり、その内容を表 1 に示す。薬袋の文字が見にくい
ことや内服確認のチェック欄が整備されていないことによる服用量間違いや重複投与と
いった内服間違いと、持参薬のセット内容の間違いが大半を占めていたが、持参薬薬袋発

































































（2013 年 8 月以降）の処方提案数の変化についても調査した。	
図 4 にクリニカルパス変更後の Fe、Al、Mg 剤の持参率と抗菌剤の同時服用状況を示し
た。セフジニルと同時服用する可能性のあった 3人についてはすべて薬剤師による処方提


























































	 平成 25 年度の当院における病院薬剤師による薬学的介入は合計 1,452 件であり、医療
経済学的効果は約 9,000 万円と推算された。愛媛プレアボイド報告で集積した病院 2 施設































薬局薬剤師による薬学的介入は合計 500 件（135 件の残薬解消介入事例を含む、以下同様）


























































































































































































約 6,000 万円と推算された。また、保険薬局薬剤師による薬学的介入は合計 500 件であ
り、医療経済学的効果は約 2,000 万円と推算された。本邦において病院および保険薬局の
薬剤師による個々の薬学的介入を共有し、さらにそれらの介入事例を医療経済学的に評価
した報告はないことを鑑みると、本章は、薬剤師の医療への貢献を社会へ向け発信した極
めて有用な成果として、高く評価できる。 
 
本論文は、医薬品の安全性管理に関する地域共有の教育・管理システム構築を行い、そ
の有用性と医療経済学的効果について検証し、新しい地域協働型の仕組みを提起したもの
である。医療における医薬品適正使用、特に安全性管理は、薬剤師の責務であり、その推
進の為に様々な取り組みが各所で行われている。本論文もその中の 1 つであると言える
が、インシデント報告、プレアボイド報告に着目し、特に独自の病薬連携システムによる
介入効果を検証した点で新規性が高い。また構築したシステムは他施設、他地域への適用
が可能であり、より普遍的な医薬品安全管理システムとして今後の発展が期待できる。 
 
以上、本論文は、医療薬学分野の臨床研究として高く評価でき、学位論文として適格で
あると判定した。また、公聴会審査における申請者の発表および質疑応答は、学位を授与
するに応分の能力を証明するものと結論した。 
 
 
 
 
